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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷蔵庫箱体と、
　前記冷蔵庫箱体の底部の前面側に設けられ、移動用ローラが取り付けられる調節足と、
　前記調節足に上下に稼動可能に設けられ、下端が前記移動用ローラが接地している地面
と接地していない場合に、上端が前記調節足の上面よりも所定長さ以上飛び出す調節ネジ
と、
　前記調節足の上面に近接して、前記調節足に取り付けられる化粧カバーとを備え、
　前記化粧カバーの内側下面と前記調節足の上面との間の距離が、前記調節ネジが前記調
節足の上面よりも飛び出す前記所定長さよりも短いことを特徴とする冷蔵庫。
【請求項２】
　前記化粧カバーの内側下面は、前記調節足の上面に接触して、前記調節足に取り付けら
れることを特徴とする請求項１記載の冷蔵庫。
【請求項３】
　前記化粧カバーは係合片を有し、前記係合片が前記調節足の下端に係合することにより
、前記化粧カバーが前記調節足に取り付けられることを特徴とする請求項２記載の冷蔵庫
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、冷蔵庫に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、冷蔵庫の底部を低くすることで使い勝手と容積効率を向上させ、同時に、化粧カ
バーによる冷蔵庫の安全性および美観の維持、または、冷蔵庫の底部の容易な高さ調整が
可能な冷蔵庫を提供するために、貯蔵室を有する冷蔵庫本体と、冷蔵庫本体の前面より突
き出て固定されている足取付部に取り付けられ、冷蔵庫本体の底面の床からの高さを調節
できる調節足を有する脚部とを備える冷蔵庫であって、さらに、足取付部に嵌め合わせる
ことにより、取り付けられた化粧カバーを備える。また、回転により、冷蔵庫本体の底面
の床からの高さを調節できる調節足は、足取付部の冷蔵庫本体の前面より突き出た部分よ
りも、径方向に突き出した突出部を有する冷蔵庫が提案されている（例えば、特許文献１
参照）。
【０００３】
　上記冷蔵庫は、本体底面の前面側に位置する調節ネジをもった２個の調節足、及び背面
側に位置する圧縮機の台板に付いている２個の後部ローラ部の計４個で冷蔵庫の重さを支
えている。また、調節ネジを下げることで設置床面のゆがみを吸収している。
【特許文献１】特開２００８－６９９９９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された冷蔵庫は、調節ネジを未調節で設置した場
合、冷蔵庫ががたついたまま設置されたり、冷蔵庫本体がゆがみを持って設置されたりと
いう初期不具合につながる課題がある。
【０００５】
　また、この冷蔵庫は、調節足の調節ネジ部の位置がどの位置にあっても、化粧カバ－が
取り付けられる位置関係であり、調節ネジが未調節で設置される場合でも、化粧カバ－を
取り付けることができる。
【０００６】
　また、設置者が冷蔵庫を設置する際、調節ネジの調節実施を促すため扉や化粧カバーに
、調節ネジの調節を促すシールを貼り付ける等の方法を取っていたが、必ず調節が実施さ
れる方法ではなかった。
【０００７】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、調節ネジの調節を冷
蔵庫設置時に必ず実施させることができる冷蔵庫を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明に係る冷蔵庫は、冷蔵庫箱体と、
　前記冷蔵庫箱体の底部の前面側に設けられ、移動用ローラが取り付けられる調節足と、
　前記調節足に上下に稼動可能に設けられ、地面に付ける調節が未実施の場合、上端が前
記調節足の上面よりも所定長さ飛び出す調節ネジと、
　前記調節足の上面に近接して、冷蔵庫本体に取り付けられる化粧カバーとを備え、
　前記化粧カバーと前記調節足との間の距離が、前記調節ネジが前記調節足の上面よりも
飛び出す所定長さよりも短いことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　この発明に係る冷蔵庫は、調節足に上下に稼動可能に設けられ、地面に付ける調節が未
実施の場合、上端が調節足の上面よりも所定長さ飛び出す調節ネジと、調節足の上面に近
接して、冷蔵庫本体に取り付けられる化粧カバーとを備え、化粧カバーと調節足との間の
距離が、調節ネジが調節足の上面よりも飛び出す所定長さよりも短い構成にしたので、化
粧カバーを取り付ける行為が調節ネジを下げるチェック機能を果たす。そのため調節ネジ
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の調節を、冷蔵庫設置時に必ず実施することが必須となる効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　実施の形態１．
　以下、この発明の実施の形態１を、図面を参照しながら説明する。図１乃至図４は実施
の形態１を示す図で、図１は冷蔵庫１００の縦断面図、図２は冷蔵庫１００の底面を見た
斜視図、図３は調節足４付近の要部拡大断面図、図４は調節足４付近の要部拡大斜視図で
ある。また、図５は比較例を示す図で、調節足４付近の要部拡大断面図である。
【００１１】
　図１により、冷蔵庫１００の全体構成の一例を説明する。冷蔵庫１００は、樹脂製の内
箱４０（庫内側を形成する）と鋼板製の外板４１とによって密封された空間に断熱材４２
を充填することにより形成される冷蔵庫箱体１（本体）を備える。
【００１２】
　冷蔵庫箱体１は、仕切り壁４５，４６，４７等により、複数の室に区画されている。図
１に示す冷蔵庫１００は、上から、冷蔵室２７、製氷室（図示せず）、切替室２８、冷凍
室２９、野菜室３０の五つの室を備える。
【００１３】
　冷蔵室２７、製氷室、切替室２８、冷凍室２９、野菜室３０の前面開口部は、夫々の扉
で開閉自在に閉塞されている。
【００１４】
　冷蔵室２７の冷蔵室扉２７ａは、通常両開きの回転式である。
【００１５】
　製氷室の製氷室扉（図示せず）、切替室２８の切替室扉２８ａ、冷凍室２９の冷凍室扉
２９ａ、野菜室３０の野菜室扉３０ａは、引出し式である。
【００１６】
　冷凍室２９、切替室２８、製氷室の後ろ側で内箱４０の内側の空間は、冷却室３１にな
っている。
【００１７】
　冷却室３１には、圧縮機１４とともに冷凍サイクルを構成する冷却器２０（蒸発器）が
設けられる。
【００１８】
　冷却器２０では、低圧の二相冷媒と空気とが熱交換を行い、冷気が生成される。
【００１９】
　冷却器２０で生成された冷気は、モータ（図示せず）で駆動されるファン２１により強
制的に各室（冷蔵室２７、製氷室、切替室２８、冷凍室２９、野菜室３０）に送られる。
【００２０】
　また、冷却器２０の下にはヒータ２５が設けられる。ヒータ２５は、冷却器２０に付い
た霜を溶かす。さらに、溶けた水分が直接ヒータ２５にかからないようにカバ－２６が設
けられる。
【００２１】
　冷凍サイクルを構成する圧縮機１４は、冷蔵庫箱体１の外部の背面下部に設置され、台
板１１に載置されている。
【００２２】
　後述する調節足４に、移動用ローラ１２が取り付けられる。また、圧縮機１４を載置す
る台板１１に、移動用ローラ１３が取り付けられる。
【００２３】
　図２も参照しながら、冷蔵庫１００の底面の構成を説明する。冷蔵庫箱体１の底面は、
外板４１の底面フランジ部に固定される鋼板製の底板５０で構成される。
【００２４】
　しかし、鋼板製の底板５０は、板厚が薄く強度が十分ではないため、底板５０よりも板
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厚が厚い鋼板製の前桁３、側桁（左右２箇所、図示せず）、台板１１のより底板５０の外
周付近が補強される。前桁３は底板５０の前面側を補強する。側桁は底板５０の両側面側
を補強する。台板１１は底板５０の背面側を補強する。
【００２５】
　前桁３の左右には、冷蔵庫１００の高さを調節する調節足４が設けられる。調節足４に
は、上下に稼動可能な調節ネジ５が左右２箇所に設けられている。
【００２６】
　調節足４は、側桁に形成されているネジ孔５１ｃ，５１ｄに、調節足４のネジ孔４ｃ，
４ｄが合されてネジ（図示せず）により締結される。図４も参照する。
【００２７】
　調節足４は、ネジで側桁に固定される前に、側桁の係合爪５１ａ（２箇所）に、長孔４
ａ（２箇所）を係合させて仮止めする。
【００２８】
　前桁３は、前桁３の下面３ｇのネジ孔３ｇ－１と、底板５０のネジ孔（図示せず）とを
ネジ（図示せず）で締結することにより固定される。
【００２９】
　図３に示すように、化粧カバー６の内側下面が、冷蔵庫１００底部の左右の前面側に取
り付けられ調節足４の上面に接触して、調節足４に取り付けられる。尚、化粧カバー６は
、調節足４の上面に接触していなくてもよい。化粧カバー６と調節足４との間の距離が、
調節ネジ５の調節足４の上面から飛び出す長さより短ければよい。
【００３０】
　図４に示すように、化粧カバー６は、化粧カバー６の係合片６ａ（爪）が調節足４の下
端に係合する。化粧カバー６を、冷蔵庫１００の前後方向に挿入することで調節足４に固
定される。
【００３１】
　調節ネジ５は、地面に接地しない場合、調節足４の上面から調節ネジ５の上端が所定長
さ飛び出すように、調節ネジ５のネジ部の長さを設定している。
【００３２】
　図５に示す比較例では、化粧カバー６と調節足４との間に距離があり、調節ネジ５が地
面に接地しない場合に、調節足４の上面から調節ネジ５の上端が飛び出す場合でも、化粧
カバー６は取付が可能である。即ち、調節ネジ５がいずれの位置であっても無関係に化粧
カバー６は取付が可能である。
【００３３】
　このように構成された冷蔵庫１００においては、調節ネジ５を地面に付ける調節が未実
施の場合、調節ネジ５の上端が調節足４の上面よりも所定長さ飛び出す。そのため、化粧
カバー６を調節足４に取り付ける際、調節ネジ５を地面に付ける調節が未実施の場合は、
化粧カバー６を調節足４に取り付けることができない。
【００３４】
　以上のように、調節ネジ５の調節を未実施の場合、化粧カバー６を調節足４に取り付け
る際、化粧カバー６の係合片６ａを調節足４の下端に係合することが出来ない。そのため
、基本的に化粧カバー６を冷蔵庫箱体１に取り付けることが出来ない。無理に嵌めこもう
とすると、化粧カバー６の係合片６ａを変形させる必要性があるため作業者が異常に気づ
く。そのため、冷蔵庫１００の据付時等に、調節ネジ５の調整の実施を促す効果を奏する
。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】実施の形態１を示す図で、冷蔵庫１００の縦断面図。
【図２】実施の形態１を示す図で、冷蔵庫１００の底面を見た斜視図。
【図３】実施の形態１を示す図で、調節足４付近の要部拡大断面図。
【図４】実施の形態１を示す図で、調節足４付近の要部拡大斜視図。
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【図５】比較例を示す図で、調節足４付近の要部拡大断面図。
【符号の説明】
【００３６】
　１　冷蔵庫箱体、３　前桁、３ｇ　下面、３ｇ－１　ネジ孔、４　調節足、４ａ　長孔
、４ｃ　ネジ孔、４ｄ　ネジ孔、５　調節ネジ、６　化粧カバー、６ａ　係合片、１１　
台板、１２　移動用ローラ、１３　移動用ローラ、１４　圧縮機、２０　冷却器、２１　
ファン、２５　ヒータ、２６　カバ－、２７　冷蔵室、２７ａ　冷蔵室扉、２８　切替室
、２８ａ　切替室扉、２９　冷凍室、２９ａ　冷凍室扉、３０　野菜室、３０ａ　野菜室
扉、３１　冷却室、４０　内箱、４１　外板、４２　断熱材、４５　仕切り壁、４６　仕
切り壁、４７　仕切り壁、５０　底板、５１ａ　係合爪、５１ｃ　ネジ孔、５１ｄ　ネジ
孔、１００　冷蔵庫。
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